
川島小学校（昭和 52 年）
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図 1　明治 6年に創設された各務原市内の小学校

洗心舎（大願寺）

和親舎跡

新々義校（鵜沼宿本陣跡）不愓学校（桃春院）

三省義校（慈眼寺）博文義校跡（西養寺内）

洗心舎/現那加第一小学校。長塚村大願寺本
堂を仮校舎として創設。教員4人、児童男子
90人、女子15人。

和親舎/現蘇原第一小学校。古市場村根本寺
を仮校舎として創設。教員3人、児童男子87
人、女子12人。

新々義校/現鵜沼第一小学校。鵜沼村桜井吉
兵衛宅（旧本陣）を仮校舎として創設。教員
3人、児童男子127人、女子25人。

三省義校/現各務小学校。各務村慈眼寺を仮
校舎として創設。教員3人、児童男子90人、
女子15人。

不惕学校/現稲羽東小学校。前渡村桃春院を
仮校舎として創設。教員3人、児童男子51
人、女子1人。

博文義校/現川島小学校。松原島村西養寺を
仮校舎として創設。教員3人、児童男子87
人、女子17人。

写真 2　明治 8年に新築された敬恪学校
（『岐阜県管内学校撮影』より  宮内庁書陵部所蔵）

写真 1　現在の村国座

現在の各務原市
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敬恪義校跡

敬恪義校/現稲羽西小学校。下中屋村の民家
を仮校舎として創設。教員3人、児童男子301
人、女子9人。
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※教員数・児童数は、
　明治 8年調査による

学
制
１
５
０
年

近
代
学
校
の
は
じ
ま
り

〜
各
務
原
市
の
小
学
校
の
ル
ー
ツ
を
探
る
〜

　

明
治
５
年（
一
八
七
二
）８
月
２
日
、「
村

に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か

ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」と
し
て
、
身
分
、

階
層
、
性
別
を
超
え
、
教
育
の
機
会
を
す

べ
て
の
国
民
に
開
く
国
民
皆
学
の
理
想
を

掲
げ
、
学
制
が
公
布
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
予
算
的
な
裏
付
け
は
な
く
、
岐
阜

県
は
、
一
刻
も
早
く
学
校
を
創
設
す
る
た

め
、
義
校
方
式
に
よ
っ
て
学
校
を
設
立
す

る
こ
と
を
管
内
に
指
令
し
ま
し
た
。
義
校

と
は
、
地
域
の
有
志
が
金
品
を
寄
付
す
る

な
ど
、
官
費
に
頼
ら
ず
に
設
立
し
た
学
校

の
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
翌
６
年
に
は
、

寺
や
民
家
を
仮
校
舎
と
し
て
、
現
在
の
各

　
務
原
市
域
に
、
洗
心
舎（
現
那
加
第
一
小
）、

和
親
舎（
現
蘇
原
第
一
小
）、
新
々
義
校（
現

鵜
沼
第
一
小
）、
三
省
義
校（
現
各
務
小
）、

不
惕
学
校（
現
稲
羽
東
小
）、
敬
恪
義
校（
現

稲
羽
西
小
）、
博
文
義
校（
現
川
島
小
）の

７
校
が
創
設
さ
れ
ま
し
た（
図
１
）。
学
校

運
営
費
の
多
く
は
地
域
の
有
力
者
か
ら
の

寄
付
金
が
頼
り
で
、『
洗
心
舎
小
学
義
校

開
業
願
書
』に
よ
れ
ば
、
洗
心
舎
で
は
、

運
営
費
１
２
５
円
の
う
ち
70
円
を
有
志
助

成
金
で
、
残
り
を
授
業
料
と
戸
数
割
で
賄

い
ま
し
た
。

　

学
校
創
設
時
の
就
学
率
は
、
熊
田
村（
和

親
舎
）で
は
23
％（
明
治
６
年
）、
鵜
沼
村

（
新
々
義
校
）で
は
26
％（
明
治
７
年
）
と

低
く
、
不
就
学
の
理
由
は「
困
窮
」と
な
っ

　
　

　

令
和
５
年（
二
〇
二
三
）11
月
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
各
務
原
市

内
の
小
学
校
６
校
で
、
記
念
式
典
と
関
連
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治

６
年（
一
八
七
三
）に
産
声
を
上
げ
た
市
内
の
小
学
校
は
、
近
代
学
校
と
し

て
の
歩
み
を
ど
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
市

内
小
学
校
の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。

義
校
方
式
に
よ
る
学
校
の
創
設

て
い
ま
す
。「
生
活
が
苦
し
か
っ
た
た
め

に
授
業
料
が
払
え
な
か
っ
た
」こ
と
と
、「
農

家
に
と
っ
て
子
ど
も
は
重
要
な
働
き
手
で

あ
っ
た
」
こ
と
が
要
因
で
し
た
。
特
に
女

子
の
就
学
率
は
低
く
、
熊
田
村（
和
親
舎
）

で
は
11
％（
明
治
６
年
）、
鵜
沼
村 （
新
々

義
校
） で
は 

12
％（
明
治
７
年
）で
し
た
。

　

各
務
原
市
域
の
学
校
は
、
寺
や
民
家
を

仮
校
舎
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
児
童

数
に
対
し
て
校
舎
が
手
狭
で
、
ま
た
、
校

区
が
広
く
通
学
が
不
便
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
学
校
が
創
設
さ
れ
て
間
も
な
く
、
校

舎
の
新
築
、
移
転
、
分
立
が
行
わ
れ
ま
し

た（
図
２
）。

　

洗
心
舎（
大
願
寺
）と
和
親
舎（
根
本
寺
）、

三
省
義
校（
慈
眼
寺
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
力

雄
神
社
、
加
佐
美
神
社
、
村
国
神
社
の
舞

台（
写
真
１
）に
移
転
し
、
洗
心
学
校（
明

治
７
年
移
転
・
改
称
）、
和
親
学
校（
明
治

８
年
移
転
・
改
称
）、
各
務
学
校（
明
治
９

年
移
転
・
同
10
年
改
称
）と
改
称
し
ま
す
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
分
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

新
々
義
校（
旧
鵜
沼
宿
本
陣
）は
、
学
校

の
位
置
が
村
の
北
部
に
偏
り
、
ま
た
手
狭

に
な
っ
た
た
め
、
南
北
の
両
校
に
分
立
し
、

そ
れ
ぞ
れ
鵜
沼
北
校
、
鵜
沼
南
校
と
改
称

（
明
治
８
年
）。
博
文
義
校（
西
養
寺
）は
木

曽
川
の
中
州
で
あ
る
松
原
島
に
あ
っ
た
た

め
、
ど
こ
か
ら
通
学
す
る
に
も
渡
船
が
必

要
で
、
夏
季
降
雨
の
季
節
に
な
る
と
増
水

し
、
通
学
上
の
危
険
も
多
か
っ
た
の
で
、

島
ご
と
に
分
立
し
ま
し
た（
明
善
舎
、
小

網
島
義
校
、
松
倉
義
校
）。
博
文
義
校
は

そ
の
後
、
児
童
数
が
増
加
し
校
舎
が
手
狭

に
な
っ
た
た
め
、
新
築
移
転
し
、
川
島
学

校（
明
治
10
年
）
と
改
称
し
ま
す
。
不
惕

学
校（
桃
春
院
）も
同
様
に
、
校
舎
が
手
狭

に
な
っ
た
た
め
、
矢
熊
山
の
西
麓
に
校
舎

を
新
築
し
、
時
習
学
校（
明
治
16
年
）と
改

称
し
ま
し
た
。

　

民
家
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
た
敬
恪

義
校
は
、
明
治
８
年
、
木
造
総
２
階
の
和

風
建
築
に
、
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
や
玄
関
を

ア
ー
チ
状
に
す
る
な
ど
、
和
洋
両
方
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
新
築
さ
れ
ま
し
た（
写

真
２
）。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
、
敬
恪
学
校

と
改
称
さ
れ
ま
す
。
近
代
的
な
校
舎
は
、

文
明
開
化
の
、
そ
し
て
住
民
の
眼
を
教
育

に
向
け
さ
せ
る
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
の
校
舎
が
洋
風
で
あ
れ
ば
、
衝
撃

は
よ
り
強
い
も
の
に
な
り
、
義
校
方
式
で

建
て
た
も
の
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
地
域
の

誇
り
と
な
り
ま
し
た
。

校
舎
の
新
築
、
移
転
、
分
立

せ
ん
し
ん

し
ん

さ
ん
せ
い

し
ん
し
ん

ふ

け
い
か
く

は
く
ぶ
ん

く
ま

て
ぢ
か
ら

か

ま
つ
ば
ら
じ
ま

め
い
ぜ
ん
し
ゃ

ま
つ
く
ら

と
う
し
ゅ
ん
い
ん

や

じ

じ

さ
い
よ
う

か

し
ゃ

し
ゃ

ぎ
こ
う

て
き

た

ぬ
ま

う

げ
ん
じ

お

さ

み

じ

あ
み
じ
ま

こ

ぐ
ま
や
ま

し
ゅ
う

か

な

は
ら

そ

か
か
み

い
な
ば

か
わ
し
ま

だ
い
が
ん
じ

こ
ん
ぽ
ん
じ

む
ら
く
に

れ
い

わ

め
い

じ

か
か
み
が
は
ら
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明
治
24
年（
一
八
九
一
）10
月
28
日
午
前

６
時
37
分
、
日
本
の
内
陸
で
発
生
し
た
過

去
最
大
級
の
巨
大
地
震
、
濃
尾
地
震（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
）が
発
生
し
ま
す
。
地

震
発
生
が
、
児
童
の
登
校
前
で
あ
っ
た
た

め
、
学
校
内
で
の
死
傷
者
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
校
舎
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

鵜
沼
北
尋
常
小
学
校
で
は
、
校
舎
は
傾

き
、
器
具
は
こ
と
ご
と
く
破
損
し
、
帳
簿

類
は
泥
に
ま
み
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

学
校
は
校
長
宅
を
仮
校
舎
と
し
て
再
開
す

る
ま
で
、
１
カ
月
間
休
校
と
な
り
ま
し
た

　

（
写
真
３
）。

　

和
親
尋
常
小
学
校
は
、
当
時
加
佐
美
神

社
境
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
校
舎
は
南
に

30
〜
40
度
傾
き
、
屋
上
の
瓦
は
残
ら
ず
散

落
し
、
支
柱
は
折
れ
、
天
井
は
落
下
し
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
の
器
具
・
帳
簿
類
も

大
半
が
破
損
し
た
た
め
、
同
年
11
月
25
日

ま
で
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
務
尋
常
小
学
校
で
は
、
同
年
９
月
に

校
舎
が
改
築
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
が
、

わ
ず
か
１
カ
月
後
の
濃
尾
地
震
に
よ
り
全

壊
し
ま
し
た
。
授
業
が
再
開
し
た
の
は
、

同
年
12
月
24
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

学
校
再
開
直
後
は
出
席
児
童
も
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
翌
年
５
月
頃
に
な
る
と

そ
の
数
は
震
災
前
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
冬
に
至
る
と
、
壁
土
や
床
板

が
散
落
し
て
す
き
間
だ
ら
け
で
あ
っ
た
た

め
、
四
方
よ
り
寒
風
が
吹
き
通
し
、
あ
た

か
も
身
体
に
刺
す
が
如
き
」（『
和
親
尋
常

小
学
校
震
災
小
誌
』）状
態
で
し
た（
写
真

４
）。
そ
の
た
め
、
一
刻
も
早
い
新
校
舎

の
建
設
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
町
村
制
の
導
入（
明
治
22
年
）と
第
二

次
小
学
校
令（
明
治
23
年
）に
よ
り
、
小
学

校
の
設
置
義
務
が
市
町
村
に
課
せ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
震
災
か
ら
２
年
後
の
明
治

26
年
、
各
務
尋
常
小
学
校
の
新
校
舎
が
現

　
在
地
に
落
成
、
時
習
学
校
も
前
渡
尋
常
小

学
校
と
改
称
さ
れ
て
新
校
舎
に
移
り
、
明

治
30
年
に
は
前
宮
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
27
年
に
は
、
鵜
沼
北
、

南
尋
常
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
現
在
地
に

新
校
舎
が
落
成
し
、
鵜
沼
尋
常
小
学
校
と

改
称
。
和
親
尋
常
小
学
校
も
同
年
、
古
市

場
に
新
校
舎
が
落
成
し
、
古
市
場
尋
常
小

学
校
と
改
称
、
明
治
30
年
に
は
蘇
原
尋
常

高
等
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
す
。
同
年
、

那
加
地
区
に
あ
っ
た
３
校
が
統
合
さ
れ
、

現
在
地
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
移
転
。
那

加
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
33
年
の
第
三
次
小
学
校
令
に
よ

り
、
義
務
教
育
４
年
制
が
確
立
し
無
償
化

さ
れ
る
と
、
就
学
率
は
上
昇
し
、
明
治
38

年
に
は
96
％
に
達
し
ま
し
た
。
明
治
40
年

に
は
義
務
教
育
期
間
が
６
年
に
延
長
さ

れ
、
近
代
の
学
校
教
育
制
度
は
ほ
ぼ
完
成

を
み
ま
す
。
明
治
44
年
に
は
就
学
率
98
％

と
な
り
、
国
民
皆
教
育
の
理
想
が
実
現
さ

れ
ま
し
た
。

　

就
学
率
の
向
上
や
義
務
教
育
の
延
長
に

よ
り
、
児
童
数
が
増
え
、
各
務
原
市
域
の

学
校
で
は
校
舎
の
新
築
、
増
改
築
が
行
わ

れ
ま
す
。
明
治
41
年
に
は
、
５
校
が
統
合

さ
れ
て
川
島
尋
常
高
等
小
学
校（
写
真
５
）

が
現
在
地
に
新
築
移
転
し
、
蘇
原
尋
常
高

等
小
学
校
も
明
治
45
年
に
現
在
地
に
新
築

移
転
し
ま
し
た
。
学
制
公
布
か
ら
40
年
を

経
て
、
現
在
の
各
務
原
市
域
の
小
学
校
の

原
形
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

濃
尾
地
震
と
学
校

近
代
学
校
教
育
制
度
の
完
成

写真3　濃尾地震で傾いた鵜沼尋常小学校

写真 4　『和親尋常小学校震災小誌』

写真 5　川島尋常高等小学校（大正 5年）

（梅田義則氏旧蔵）

川島
高等小学校
明治37年

川島尋常高等小学校
明治41年

新々義校
明治６年

洗心舎
明治６年

和親舎
明治６年

三省義校
明治６年

敬恪義校
明治６年

不愓学校
明治６年

博文義校
明治６年

新加納学校
明治７年

洗心学校
明治７年

和親学校
明治８年

鵜沼北校
明治８年

鵜沼南校
明治８年

須衛学校
明治10年

各務学校
明治10年

明善舎
明治６年

長新学校
明治15年

前野学校
明治12年

各務
尋常小学校
明治19年

時習学校
明治16年

明善南校
明治16年

小網学校
明治12年

川島学校
明治10年

明善北校
明治16年

長塚
尋常小学校
明治23年

西市場
尋常小学校
明治23年

前洞
尋常小学校
明治23年

古市場
尋常小学校
明治27年

鵜沼
尋常小学校
明治27年

各務
尋常小学校
明治29年

前渡
尋常小学校
明治26年

敬恪
尋常小学校
明治19年

松原島
尋常小学校
明治19年

渡島
尋常小学校
明治25年

笠田
尋常小学校
明治25年

小網島
尋常小学校
明治25年

小佐野
尋常小学校
明治26年

古市場
尋常高等
小学校
明治28年

前宮
尋常小学校
明治30年

那加
尋常小学校
明治30年

敬恪
尋常高等
小学校
明治27年

鵜沼
尋常高等
小学校
明治29年

松倉尋常小学校
明治31年

（高等科34年設置・37年廃止）

那加
尋常高等小学校
明治34年

蘇原
尋常高等小学校
明治30年

更木
尋常小学校
明治30年

各務
尋常高等
小学校
明治43年

前宮
尋常高等
小学校
明治43年

更木
尋常高等
小学校
大正６年

那加第二
尋常小学校
昭和15年

博文
尋常小学校
明治27年

那加第一
国民学校
昭和16年

那加第二
国民学校
昭和16年

蘇原
国民学校
昭和16年

鵜沼
国民学校
昭和16年

各務
国民学校
昭和16年

前宮
国民学校
昭和16年

更木
国民学校
昭和16年

敬恪
国民学校
昭和16年

川島
国民学校
昭和16年

蘇原小学校
昭和22年

鵜沼小学校
昭和22年

各務小学校
昭和22年

前宮小学校
昭和22年

更木小学校
昭和22年

敬恪小学校
昭和22年

鵜沼第一小学校
昭和24年

鵜沼第二小学校
昭和24年

尾
崎
小
学
校
　
昭
和
51
年

蘇
原
第
一
小
学
校
　
昭
和
47
年

蘇
原
第
二
小
学
校
　
昭
和
47
年

陵
南
小
学
校
　
昭
和
59
年

稲
羽
東
小
学
校
　
昭
和
38
年

稲
羽
西
小
学
校
　
昭
和
38
年

中央小学校
昭和53年

川
島
小
学
校
　
昭
和
22
年

那
加
第
一
小
学
校
　
昭
和
22
年

那
加
第
二
小
学
校
　
昭
和
22
年

那
加
第
三
小
学
校
　
昭
和
26
年

図 2　各務原市内小学校の変遷
※分教場、簡易科小学校は省略

分離・新設した小学校（11校）

創立150年を迎えた小学校（6校）

明治6年創立の学校（7校）

現在の小学校（17校）

和親
尋常小学校
明治19年

鵜沼北
尋常小学校
明治19年

鵜沼南
尋常小学校
明治19年

小網島
義校
明治6年

松倉
尋常小学校
明治19年

松倉義校
明治７年

敬恪義校へ合併
明治 7年

敬恪学校
明治８年

※

那
加
一
小
か
ら
分
離
・
新
設

※

那
加
二
小
か
ら
分
離
・
新
設

※中央小は、蘇一小・蘇二小・鵜二小・
　各務小の一部が分離・合併して新設

※陵南小は、鵜一小・鵜二小の
　一部が分離・合併して新設

※鵜一小から分離・新設

鵜
沼
第
三
小
学
校
　
昭
和
49
年

八
木
山
小
学
校
　
昭
和
52
年

緑
苑
小
学
校
　
昭
和
51
年

※

※※ ※※

の
う

ま
え
み
や

び

じ
ん
じ
ょ
う

ま
え
ど

ば

ふ
る
い
ち



かかみがはら百科 Vol.5　かかみがはら百科 Vol.5　

調査速報事業報告

写真１　新旧写真の比較（尾関ストア /那加南栄町）

写真２　巡回展「写真で振り返るかかみがはら」
（イオンモール各務原インター）

袖石 袖石

燃焼部

カマドの袖石カマドの袖石

支脚

土器
土器

・・・竪穴住居跡
・・・方形土坑

煙道部

（写真右・昭和59年）八百屋と店主。主婦層でにぎ
わっていた。（写真左）現在は店主の孫がリノベー
ションし、書店となっている。

13区

12区

Ｄ地区
（令和２年度～調査中）

Ｃ地区
（平成 26～ 28 年度調査）

新鵜沼駅

『
新
発
見
！
各
務
原
市
の
歴
史
』

　
『
市
史
通
史
編
』と
同
時
に
進
め
て
き
た

市
史
普
及
版
。『
新
発
見
！
各
務
原
市
の

歴
史
』
の
タ
イ
ト
ル
で
６
年
３
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

市
の
歴
史
を
網
羅
す
る
96
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
、
９
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
コ
ラ

ム
を
収
録
。
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
１
つ
の

ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
ペ
ー
ジ
か
ら
自
由
に
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
に
向
け
る

と
と
も
に
、
今
の
各
務
原
を
生
き
る
大
人
、

親
世
代
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
市
が
誕
生
し
て
か
ら

　
60
年
を
迎
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
読
ん
で

お
き
た
い
、
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
、

そ
ん
な
１
冊
。Ｂ
５
判
２
４
０
ペ
ー
ジ
、

定
価
１
５
０
０
円
で
発
売
中
で
す
。

　

市
史
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
続
け

て
い
る
古
い
写
真
の
収
集
。
さ
ら
に
集

ま
っ
た
写
真
の
一
部
を
紹
介
す
る
巡
回
展

「
写
真
で
振
り
返
る
か
か
み
が
は
ら
」も
、

５
年
度
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。「
昔

と
今
」、「
ま
ち
の
で
き
ご
と
」、「
乗
り
物
」

の
３
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
新
旧
44
枚
を
、
10

月
か
ら
２
月
ま
で
の
５
カ
月
間
に
わ
た

り
、
市
内
７
カ
所
で
展
示
し
ま
し
た（
写

真
１
）。

　
　

　

今
回
は
、
従
来
の
中
央
図
書
館
や
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
以
外
に
、
市
制
施
行
60
周

年
記
念
式
典（
会
場
：
プ
リ
ニ
ー
の
市
民

会
館
）や
産
業
農
業
祭（
会
場
：
岐
阜
か
か

み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
）の
イ
ベ
ン

ト
会
場
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
イ
ン

タ
ー
（
写
真
２
）で
も
展
示
し
、
た
い
へ

ん
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　　　

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
Ｄ
地
区
で
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
都
市
計
画
道
路「
犬
山
東
町

線
バ
イ
パ
ス
」第
二
期
建
設
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
の
調

査
は
、Ｄ
地
区
の
西
端
と
東
端
に
位
置
す

る
12
・
13
区
で
行
い
ま
し
た（
図
１
）。

　

　

12
・
13
区
の
両
調
査
で
は
、
８
〜
９
世

紀
の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

Ｄ
地
区
の
１
〜
11
区
や
Ｃ
地
区
で
も
同
時

期
の
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
、Ｃ
・
Ｄ
区
の
東

西
５
０
０
ｍ
、
南
北
２
０
０
ｍ
の
範
囲
に

１
２
０
棟
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
数
棟
が
重
な
っ
た
住
居
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
場
所
で
何
度
も

建
て
直
し
な
が
ら
住
み
続
け
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
集
落
は
、
な
ぜ
広
い
範
囲
に
形
成

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
遺
跡
の
位
置
す

る
鵜
沼
地
区
は
、
古
代
の
官
道
で
あ
る
東

山
道
が
通
る
場
所
で
す
。
東
山
道
に
は
約

16
㎞
毎
に
駅
家
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
各
務
駅
は
、
比
定
地
に
鵜
沼
地
区

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
務
駅

か
ら
次
の
可
児
駅
へ
は
、
鵜
沼
か
ら
木
曽

川
を
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
鵜
沼
地
区
は
東
山
道
が
通
り
、
駅
家

が
設
置
さ
れ
、
木
曽
川
の
渡
河
地
点
で
も

あ
る
、
交
通
上
重
要
な
場
所
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
鵜

沼
地
区
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
市
内

最
大
の
古
代
集
落
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
稲
川 

和
宏
）

（
近
藤 

美
穂
）

各
務
原
市
史
編
さ
ん
事
業

『
新
発
見
！
各
務
原
市
の
歴
史
』

７
カ
所
で
古
い
写
真
巡
回
展

７
カ
所
で
古
い
写
真
巡
回
展

　

令
和
３
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
各
務
原
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
『
各
務
原
市
史
通
史

編

現
代
Ⅱ
』
と
、
市
史
の
普
及
版
『
新
発
見
！
各
務
原
の
歴
史
』
の
二
本
立
て
で
進
め
て
い

ま
す
。

　

『
各
務
原
市
史
通
史
編

現
代
Ⅱ
』
は
、
分
野
ご
と
に
選
ば
れ
た
執
筆
委
員
に
よ
る
執
筆
委

員
会
議
を
令
和
５
年
５
月
に
開
き
キ
ッ
ク
オ
フ
。
執
筆
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
調
査
・
研
究
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
そ
し
て
執
筆
を
進
め
て
い
ま
す
。
６
年
度
に
は
原
稿
が
集
ま
り
、
そ
れ
以

降
は
校
正
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
７
年
度
末
に
は
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

刊
行
に
向
け
進
む
執
筆
作
業

図 1　鵜沼古市場遺跡発掘調査位置図

写真 1　13 区完掘状況

写真 2　カマド跡の検出状況

広
範
囲
で
見
つ
か
っ
た
集
落
跡

　調査では、古代の竪穴住居跡（12区で 1棟、

13 区で 6棟）、中世の方形土坑（12区で 23 基、

13 区で 5基）が見つかりました（写真１）。竪穴

住居内には煮炊きを行ったカマドの袖石と燃

焼部、煙道部が良く残っていました（写真２）。

市
内
最
大
の
古
代
集
落
跡

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
Ｄ
地
区
発
掘
調
査
速
報
　
第
四
弾

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
Ｄ
地
区
発
掘
調
査
速
報
　
第
四
弾

※イメージ図

た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

さ
ん
ど
う

う
ま
や

と

か

と
う

う
ぬ
ま

ば

か
か
みか

に

も
う
ら

なかみなみさかえまちお ぜき

れ
い
わ

き

そ

が
わ

れ
い

わ

ふ
る
い
ち

い
ぬ
や
ま
ひ
が
し
ま
ち

せ
ん
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こ
の
企
画
展
の
特
色
と
し
て
、
埋
蔵
文

化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
し
て
い
る
遺

跡
出
土
品
の
ほ
か
に
、
市
内
で
石
器
を
採

集
さ
れ
た
方
々
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す（
写
真
１
）。

　

出
展
い
た
だ
い
た
７
人
の
石
器
コ
レ
ク

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
数
百
、
数
千
点
に
も

の
ぼ
る
石
器
を
採
集
し
、
そ
の
大
き
さ
や

種
類
を
見
極
め
、
額
装
し
て
保
管
し
て
い

ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
光
り
輝
く
良

質
な
石
材
や
、
細
部
に
ま
で
施
さ
れ
た
鋭

利
な
形
状
を
見
る
と
、
石
器
づ
く
り
の
難

し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
石
器
の
観
察

か
ら
、
当
時
の
製
作
技
術
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
写
真
２
）。

　

石
器
に
魅
せ
ら
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
自
身
で
集
め
た
石
器
を
見
て
、

「
昔
の
人
と
一
つ
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
な

感
覚
や
私
の
青
春
を
彩
っ
て
く
れ
た
時
間

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
」、「
何
時
間
も
か

け
て
見
つ
け
た
時
の
感
動
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
長

年
、
市
内
各
地
を
探
し
歩
く
な
か
で
、
こ

こ
各
務
原
市
に
も
原
始
時
代
に
人
が
い
た

の
だ
と
実
感
し
、「
石
器
の
魅
力
」に
惹
か

れ
た
よ
う
で
す
。

（
三
浦 

薫
平
）

　

企
画
展
会
期
中
は
、
学
芸
員
に
よ
る
展

示
解
説
の
ほ
か
に
、
石
器
鑑
定
を
行
い
ま

し
た（
写
真
３
）。「
こ
れ
は
石
器
で
は
な

い
か
⁉
」と
来
場
者
が
持
参
し
た
遺
物
を

学
芸
員
と
観
察
す
る
な
か
で
、
石
器
に
集

約
さ
れ
た
先
人
の
技
術
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
石
器
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作

ら
れ
た
の
か
？
」と
い
う
疑
問
に
答
え
る

べ
く
、
学
芸
員
が
石
器
製
作
実
験
を
行
い
、

そ
の
過
程
を
写
真
パ
ネ
ル
と
動
画
に
て
紹

　　

介
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
石
器
作

り
の
高
度
な
技
術
が
感
じ
ら
れ
た
」、「
採

集
者
の
情
熱
を
実
物
と
と
も
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
務
原
市
域
は
、
石
器
が
多
く
見
つ
か

る
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
鵜
沼
三

ツ
池
町
の
炉
畑
遺
跡
で
は
、
竪
穴
住
居
跡

か
ら
数
多
く
の
石
器
や
縄
文
土
器
が
発
掘

さ
れ
て
お
り
、
長
期
的
に
集
落
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
岳

地
帯
か
ら
流
れ
る
木
曽
川
で
は
、
豊
富
な

石
材
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
質
な

石
器
作
り
に
適
し
た
環
境
が
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。
石
器
は
日
常
的
に
使
わ
れ
た
道

具
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
文
字
を
使

う
文
化
が
な
か
っ
た
原
始
時
代
に
生
き
た

人
々
の
生
産
活
動
・
生
活
文
化
を
解
き
明

か
す
カ
ギ
で
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

後
の
企
画
展
で
も
、
市
内
に
残
る
歴
史
の

痕
跡
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅

力
を
発
見
・
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

かかみがはら百科プラスNo.5
（Ａ4・8ページ）

埋蔵文化財調査センターで
無料配布中

　各務原市には、原始時代の痕跡が市内各地に残されており、石器はとりわけ
多く発見されている遺物です。今回の企画展では、市内で発見された旧石器・
縄文・弥生時代の石器をテーマに、総点数１万点を超える膨大な資料を一挙
に公開しました。

写真 1　石器コレクションの展示

　　　　　　　　　　　　　　　　写真 3
展示解説（上）と石器鑑定（下）

写真 4　石器製作の動画上映

石鏃や石斧など、市内で出土した多数の石器が並びました。
会期 / 令和5年7月29日～8月27日　会場 / 中央図書館3階 展示室A

石器展を見学する来場者

写真 2　精工につくられた石器

ひ

う
ぬ
ま
み

い
け

ろ
ば
た

た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

つ

い ぶつ

き

そ
が
わ

せきぞく せき ふ
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背景写真 /「昭和初期の伊木山の絵葉書」（個人蔵）

13枚のパネルで戦国時代の各務原について紹介しました。
また、小牧・長久手の戦いの合戦図や、米野・新加納の戦
いについて記された軍記物語の写本を展示しました。

会期 / 令和5年9月2日～10月1日
会場 / 中央図書館3階 展示室B

南曲輪

中央曲輪

東曲輪 1
東曲輪 2

西曲輪 1西曲輪 2
櫓台

図 1　伊木山山頂・伊木山城の曲輪のイメージ

熊野神社・観音寺へ
キューピーの鼻へ

鵜沼城

犬山城

　

織
田
信
長
は
、
永
禄
８
年
に
斎
藤
龍
興

方
か
ら
伊
木
山
を
攻
め
取
り
ま
し
た
。
信

長
は
、
攻
め
取
っ
た
伊
木
山
に
砦
を
築
い

て
美
濃
攻
略
の
足
掛
か
り
と
し
、
鵜
沼
城
・

猿
啄
城
な
ど
の
城
を
次
々
と
攻
略
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
伊
木
山
城
に
残
る
遺
構
と
し
て

は
、
６
つ
の
曲
輪（
城
郭
に
お
い
て
人
工

的
に
造
ら
れ
た
平
地
の
区
画
）（
図
１
）と

石
垣
が
あ
り
ま
す
。
曲
輪
に
は
、
兵
士
が

駐
屯
す
る
空
間
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
曲
輪
と
曲
輪
の
間
に
は
斜
面
の
土
を

削
っ
た
り
盛
っ
た
り
し
て
人
工
的
な
崖
が

造
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
上
の
曲
輪
へ
の
敵

の
侵
入
を
容
易
に
許
さ
な
い
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
平
成
12
年
の
発
掘
調
査
で
、
曲

輪
の
崖
面
の
一
部
に
石
垣
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
ｍ
以
上
の
高
さ
が
想
定
さ
れ

る
箇
所
も
あ
る
、
裏
に
は
排
水
を
円
滑
に

行
う
た
め
の「
裏
込
め
石
」が
用
い
ら
れ
た
、

立
派
な
石
垣
で
す
。
た
だ
し
、
石
垣
は
保

存
の
た
め
に
埋
め
戻
し
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

伊
木
山
城
の
よ
う
な
山
城
に
は
、
見
張

り
台
と
い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
。
伊
木
山

の
東
側
の
山
頂
で
あ
る
通
称「
キ
ュ
ー
ピ
ー

の
鼻
」か
ら
は
、
右
側
に
信
長
が
築
い
た

小
牧
山
城
、
攻
め
落
と
し
た
犬
山
城
、
木

曽
川
を
挟
ん
で
左
側
に
鵜
沼
城
や
猿
啄
城

が
一
望
で
き
ま
す（
写
真
１
）。
信
長
も
伊

木
山
か
ら
各
方
向
を
眺
め
つ
つ
策
を
練

り
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
、
思
い
を
巡
ら
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
方
に
伊
木
山
に
登
っ
て
い
た
だ

き
、
信
長
も
見
た
景
色
を
、
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
長
谷 

健
生
）

かかみがはら百科プラスNo.6

　
企
画
展
の
開
催
に
併
せ
て
、
伊
木

山
に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
山
頂

の
看
板
で
は
伊
木
山
城
の
歴
史
と
遺

構
に
つ
い
て（
写
真
２
）、
伊
木
の
森

芝
生
広
場
駐
車
場
脇
の
看
板
で
は
伊

木
忠
次
の
生
涯
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、山
頂
付
近
の
曲
輪
に
、

そ
れ
ぞ
れ
位
置
を
示
す
案
内
看
板
を

設
置
し
ま
し
た（
写
真
３
）。

写真 2　山頂の看板写真 3　曲輪の看板

伊
木
山
城
を
見
る
、
伊
木
山
城
か
ら
見
る

写真 1　キューピーの鼻からの景色

　

　

令
和
５
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ『
ど
う
す

る
家
康
』の
放
送
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
で
戦
国
時
代
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
年
で
し
た
。
本
展
で
も
、
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
や
関
ヶ
原
の
戦
い
に
関
わ

る
古
記
録
を
展
示
し
、
各
務
原
ゆ
か
り
の

武
将
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。
約
１
カ
月
間
の
展
示
で
し
た

が
、
１
４
４
７
人
も
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
戦
国
時
代
へ
の
関
心
の
高
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
訪
ね
て
み
た

い
各
務
原
の
史
跡
」に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
伊
木
山
城
を
は
じ
め
と
す
る「
城
」

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
城
は
、
い
ず
れ
も
建
築
物
が

残
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
城
跡
」で
す
。

し
か
し
、
曲
輪
や
切
岸
な
ど
の
遺
構
や
、

木
曽
川
や
濃
尾
平
野
を
一
望
で
き
る
景
色

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
城
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
た
め
、
３
月
に
伊
木
山
城
に
登

る
野
外
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

本
展
は
、「
戦
国
の
各
務
原
」と
銘
打
ち

な
が
ら
、
戦
国
時
代
末
期
で
あ
る
永
禄
８

年（
一
五
六
五
）、
織
田
信
長
の
美
濃
攻
略

以
降
の
時
代
の
紹
介
で
あ
っ
た
た
め
、
そ

れ
以
前
の
時
代
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
室

町
時
代
に
各
務
原
市
域
を
支
配
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
土
岐
氏
や
、
鵜
沼
に
あ
っ
た

中
世
寺
院
・
承
国
寺
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
、
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　各務原市域は、戦国時代、何度も合戦の地となりました。尾張国から軍
勢が木曽川を越えて各務原に攻め込み、勝利した者が天下に近づく。「各
務原を制するものは天下を制する」と言っても過言ではないほどの戦略上
の要衝だったのです。本展では、各務原ゆかりの戦国武将や合戦、城郭に
ついて、展示パネルで紹介しました。

（Ａ4・12 ページ）
歴史民俗資料館で無料配布中

じ
ょ
う
こ
く
じ

さ
い
と
う
た
つ
お
き

さ
る
ば
み
じ
ょ
う

く
る

き
り
ぎ
し

が
け

わ

と
り
で

う
ら
ご

い
し

え
い
ろ
く

れ
い

わ

い

ぎ
や
ま
じ
ょ
う

い

ぎ
た
だ
つ
ぐ

き

そ
が
わ

う
ぬ
ま
じ
ょ
う

い
ぬ
や
ま
じ
ょ
う

と

き

こ
ま
き

な
が
く

て

せ
き
が
は
ら

しん のうこめ の か

お

み

の

だ
の
ぶ
な
が

む
ろ

ま
ち

い
え
や
す
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各
務
原
空
襲
が
あ
っ
た
昭
和
20
年
か
ら

令
和
５
年
で
78
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
薄

れ
ゆ
く
空
襲
の
記
憶
を
次
代
に
つ
な
げ
る

試
み
と
し
て
、
授
業
の
な
か
で
各
務
原
空

襲
に
つ
い
て
調
べ
、
学
習
し
た
岐
阜
県
立

各
務
原
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
３
人

を
招
き
、
率
直
な
気
持
ち
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

祖
父
母
で
も
記
憶
が
な
い
と
い
う
78
年

前
の
戦
争
・
空
襲
は
、
現
在
の
高
校
生
の

心
に
ど
う
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
各
務
原
に
は
川
崎
、
三
菱
と
い
っ
た

航
空
機
を
生
産
す
る
優
れ
た
技
術
が
あ
っ

た
。
そ
の
せ
い
で
強
力
な
爆
弾
に
よ
る
空

襲
に
見
舞
わ
れ
た
。
不
幸
な
歴
史
や
失
敗

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
が
、
当
時
の
優
れ

た
工
業
力
を
生
み
出
し
た
成
功
に
も
学
ぶ

べ
き
で
は
」（
白
石
竜
生
さ
ん 

・
３
年
生
・

写
真
１
）。「
も
し
自
分
が
戦
争
を
体
験
し
、

後
の
学
生
が
聞
き
に
来
た
ら
、
蒸
し
返
さ

な
い
で
ほ
し
い
と
思
う
。
半
面
、
後
世
に

伝
え
て
も
う
被
害
者
を
生
ま
な
い
で
く
れ

と
も
思
う
」（
高
村
瑛
祐
さ
ん 

・
３
年
生
）。

「
現
在
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
多
く
の
命
が

失
わ
れ
て
い
る
。
学
校
な
ど
で
も
戦
争
に

つ
い
て
向
き
合
う
機
会
を
も
っ
と
増
や
せ

　
た
ら
」（
柳
川
悠
さ
ん 

・
２
年
生
）。
な
ど
、

現
在
の
若
者
な
ら
で
は
の
意
見
・
感
想
に
、

会
場
も
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
務
原
市
空
襲
資
料

室
調
査
員
の
松
尾
さ
ん
、
福
手
さ
ん
の
新

出
史
料
に
よ
る
各
務
原
空
襲
の
研
究
報

告
、
昭
和
49
年
の
各
務
原
高
校
生
徒
に
よ

る
報
告
書『
各
務
原
空
襲
』（
写
真
２
）の
紹

介
も
行
わ
れ
、
地
域
の
歴
史
を
記
録
し
未

来
へ
伝
え
続
け
る
大
切
さ
を
、
会
場
の
参

加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

横
山
潤
之
助
は
、明
治
36
年（
一
九
〇
三
）

に
現
在
の
東
京
都
文
京
区
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
画
家
を
志
し
、
川
端
画
学
校
で
藤
島

武
二
に
学
び
ま
す
。

　

大
正
10
年（
一
九
二
一
）、
18
歳
の
時
に

第
８
回
二
科
美
術
展
覧
会（
二
科
展
）で
初

入
選
。
翌
年
の
第
９
回
二
科
展
に
は
樗
牛

賞
、
さ
ら
に
第
11
回
二
科
展
で
は
二
科
賞

を
受
賞
し
ま
す
。
潤
之
助
が
20
代
の
こ
ろ

に
描
い
た
作
品
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術

館
・
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
・
宇
都
宮

美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

潤
之
助
が
画
家
と
し
て
の
道
を
歩
む
な

か
で
、
戦
況
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま

す
。
昭
和
20
年
（
一
九
四
五
）、
空
襲
で

自
宅
、
ア
ト
リ
エ
と
作
品
約
３
千
点
を
焼

失
し
た
潤
之
助
は
、
母
方
の
親
戚
を
頼
っ

て
愛
知
県
に
疎
開
し
、
終
戦
後
は
岐
阜
市

の
病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

　

潤
之
助
が
再
び
絵
を
描
き
始
め
た
時
期

は
、
昭
和
30
年
、
那
加
町（
現
各
務
原
市

那
加
地
域
）に
移
り
住
ん
だ
こ
ろ
か
ら
と

い
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
46
年
に
亡
く
な
る

ま
で
、
花
や
風
景
、
身
近
な
も
の
を
モ
チ
ー

フ
に
、
主
に
写
実
的
な
作
品
を
数
多
く
描

き
ま
し
た
。
会
期
中
、
潤
之
助
が
住
ん
で

　
い
た
那
加
雄
飛
ケ
丘
町
の
方
が
多
く
来
館

さ
れ
、「
風
景
画
は
、
詳
細
に
は
描
か
れ

て
い
な
い
が
、
当
時
の
雰
囲
気
や
匂
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
懐
か
し
む
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
目
録
以
外
に
も
、
所
蔵
作

品
の
解
説
や
他
の
公
立
館
が
所
蔵
す
る
潤

之
助
作
品
を
併
せ
て
紹
介
す
る
小
冊
子
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
外
か
ら
の
来
館
者
も
多
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る

作
家
作
品
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
作

品
を
見
た
い
と
い
う
要
望
や
会
期
の
告
知

方
法
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
鑑
賞
の
在
り
方
に
つ
い
て

記
し
た
感
想
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
館
者
が
静
か
な
環
境
で
ゆ
っ
く
り
鑑
賞

で
き
る
場
を
保
ち
つ
つ
、
若
い
世
代
や
子

ど
も
た
ち
、
そ
し
て
障
が
い
の
あ
る
方
も

楽
し
ん
で
鑑
賞
で
き
る
場
の
創
出
と
、

ア
ー
ト
を
介
し
て
生
き
る
活
力
を
見
出
せ

る
展
示
内
容
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
廣
江 

貴
子
）

　横山潤之助は、大正期に前衛グループ「アクション」などで活躍した洋
画家です。父・徳次郎は岐南町出身の教育者で、潤之助は横山家で学ん
でいた渋沢栄一の息子・秀雄から最初に油絵の手ほどきを受けました。
　戦後、潤之助は各務原に移り住み、多くの絵を遺しています。横山潤
之助の生誕120周年を記念し、市が所蔵する作品を紹介しました。

（
戸
﨑 

憲
一
）

作品54点のほか、潤之助愛用のモチーフやスケッチなども展示しました。

雄飛ヶ丘夜景　1958年

会期 / 令和5年10月28日～11月26日
会場 / 中央図書館3階 展示室A・B

高校生が見た

高
校
生
が
語
る
戦
争
と
空
襲

写真 1　各務原空襲について調べた内容を説明する白石さん（右）

座談会では戦争や空襲について活発な意見が交わされました。
（左から 白石さん、高村さん、柳川さん）

各務原空襲

写真 2　『各務原空襲』
各務原高校郷土研究部

● 講演「1974 年 高校生の見た各務原空襲」
歴史民俗資料館 館長　戸﨑 憲一

● 講演「Ｂ29！各務原空襲の時期を考える」
各務原空襲資料室調査員　松尾 朋和

● 講演「日本軍戦闘機 各務原空襲のＢ29爆撃機を撃墜」
各務原空襲資料室調査員　福手 一義

● プレゼンテーション
　 「各務原空襲ー未来につなぐにはー」

岐阜県立各務原高等学校　白石 竜生（3年生）

● 座談会「2023 年の高校生が見た各務原空襲」
コーディネーター：戸﨑 憲一
登壇者：岐阜県立各務原高等学校のみなさん
白石 竜生（3年生）/ 高村 瑛祐（3年生）/ 柳川 悠（2年生）

6 月 18 日（日）　会場 /中央図書館４階多目的ホール

か
か
み

し
ら
い
し

た
か
む
ら
え
い
す
け

や
な
が
わ
は
る
か

ま
つ

ふ
く

た
つ
き

お

て

か
わ
ば
た

ふ
じ
し
ま

た
け

に

め
い

ち
ょ
ぎ
ゅ
う

じ

じ

か

よこ

しぶ

とく ぎ なんじ ろう

さわ えい いち

やま じゅん の すけ

ゆ
う

な

か

ひ

が

お
か

ひで お

たいしょう

のこ

し
ょ
う
わ

し
ょ
う
わ

は
ら

ぶ
ん
き
ょ
う
く
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各務原を知る各務原を知る

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
そ
の
学
術

的
価
値
、
世
界
的
な
知
名
度
の
高
さ
か
ら
、

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
天
然
記
念
物
は
、
動
植
物
や
こ
れ

ら
が
豊
富
に
生
息
す
る
場
所
な
ど
で
、
私

た
ち
の
住
む
地
域
、
ひ
い
て
は
日
本
を
語

る
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
が
指
定

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
貴
重
と

認
め
ら
れ
る
も
の
が
特
別
天
然
記
念
物
と

な
り
ま
す
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、

私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
受
け
継
い
で
い

く
べ
き「
特
別
」な「
国
の
宝（
文
化
財
）」

な
の
で
す
。

　
「
国
の
宝
」を
保
護
し
て
い
く
た
め
、
文

化
財
保
護
法
で
は
私
た
ち
人
間
が
守
る
べ

き
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
緊

急
対
応
を
除
き
、
国
や
市
の
許
可
な
く
捕

ま
え
た
り
、
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
見
つ
け
た
ら
む
や
み
に
近
づ
か

ず
、
そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
上
を
歩
い
て
い
る
な
ど
、
放
置
す
る

と
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
危
害
が
及
び

そ
う
な
状
況
に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
市
文

化
財
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
で
は
、
秋
に
県
内
の
高
校
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
小
中
学
生
向
け
の
親

子
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
間
近
で
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
見
て
、
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
人
気
企
画
で
す
。
広
報
紙
や

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
文
化
財
的
な

価
値
の
中
で
、
日
本
に
古
く
か
ら
生
息
し

て
い
る
生
き
物（
在
来
種
）で
あ
る
と
い
う

点
は
、
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
近
年
、
日
本
全
国
の
生
息
地

で
在
来
種
の
生
息
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
外
来
種
と
の「
交
雑
」の
問
題
で
す
。

　

交
雑
は
、
純
粋
な
在
来
種
同
士
に
よ
る

生
殖
活
動
の
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
純
粋
な
在
来
種
の

減
少
に
直
結
す
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　

市
内
の
生
息
地
で
も
、
昨
年
初
め
て
交

雑
種
の
個
体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
生
息

地
に
お
け
る
交
雑
が
ど
こ
ま
で
広
が
っ
て

い
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
が
、
市

で
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
調
査
・
情
報
収
集
を
続
け
、
交
雑
種
の

把
握
な
ど
在
来
種
の
保
護
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
世
界
最
大
の

両
生
類
で
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
生
き
物
で
す
。
ま
さ
に「
国

の
宝
」
と
言
え
る
貴
重
な
生
き
物
が
、
各

務
原
市
に
も
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
そ
ん
な
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ（
下
図
）は
、
主

に
西
日
本
の
河
川
上
流
域
〜
中
流
域
で
生

息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
岐
阜
県

は
生
息
地
の
最
東
部
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
は
体
長
約
１
５

０
㎝
に
な
り
、
大
昔
か
ら
そ
の
姿
か
た
ち

を
変
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
生
き
た

化
石
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

体
は
平
べ
っ
た
く
、
そ
の
形
状
を
い
か

し
て
普
段
は
岩
陰
な
ど
の
狭
い
と
こ
ろ
に

じ
っ
と
隠
れ
て
い
ま
す
。
夜
行
性
で
日
中

は
基
本
的
に
あ
ま
り
動
か
な
い
上
、
夜
で

も
歩
き
や
泳
ぎ
は
ゆ
っ
く
り
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
聞
く
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
食
事

の
と
き
は
ま
た
違
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
空
腹
に
な
る
と
狩
場
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
移
動
し
、
魚
や
昆
虫
な
ど
の
獲
物

を
待
ち
伏
せ
ま
す
。
獲
物
が
目
の
前
を
通

り
か
か
る
と
、
そ
の
大
き
な
口
を
目
に
も

止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
開
け
、
ば
く
っ
！
と
一

気
に
口
の
中
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
満

足
に
食
事
が
で
き
た
ら
岩
陰
に
戻
り
、
ま

た
数
日
は
じ
っ
と
す
る
よ
う
で
す
。

　

小
さ
い
子
ど
も（
幼
生
）の
う
ち
は
捕
食

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、大
人（
成
体
）

に
な
る
こ
ろ
に
は
天
敵
は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
川
の
生
態
系
の
頂

点
に
立
つ
王
者
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

市
内
で
は
、
木
曽
川
で
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
個
体
は
、元
々
上

流
の
飛
騨
川
に
い
た
個
体
が
大
雨
な
ど
で

下
流
の
木
曽
川
に
流
さ
れ
、
水
温
や
岩
陰

な
ど
の
環
境
が
良
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま

ま
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
福
井 

隆
士
）

後
ろ
足

指
は
５
本
。
前
後

の
指
の
数
は
両
生

類
に
共
通
す
る
特

徴
。
前
足
同
様
、

裏
側
に
は
粘
液
が

な
い
。 前

足
指
は
４
本
。
裏
側

に
は
粘
液
が
な
く
、

そ
の
足
で
し
っ
か

り
踏
ん
張
っ
て
岩

や
斜
面
を
登
る
。

鼻成
体
は
、
肺
呼
吸

を
す
る
と
き
に
水

面
か
ら
鼻
を
出
す
。

に
お
い
に
敏
感
で
、

獲
物
を
探
す
と
き

に
使
う
。

口と
に
か
く
大
き
く

開
く
。
上
下
の
あ

ご
の
縁
に
は
小
さ

い
円
錐
形
の
歯
が

２
０
０
本
以
上
並

ぶ
。
噛
む
力
が
強

い
の
で
危
険
。

目体
の
大
き
さ
に
似

合
わ
な
い
つ
ぶ
ら

な
瞳
。
ど
れ
く
ら

い
見
え
る
の
か
は

よ
く
分
か
っ
て
い

な
い
。

斑
紋

日
本
の
在
来
種
は
、

茶
色
の
地
に
、
大

き
め
の
黒
い
斑
点

（
斑
紋
）
が
不
規
則

に
並
ぶ
の
が
特
徴

（
写
真
）。

写真　木曽川のオオサンショウウオ
同じ在来種でも、皮膚の色や斑紋の色・数には
微妙な地域差がある。例えば木曽川のオオサン
ショウウオは、暗めの茶色の地に、黒い斑紋が
びっしりと不規則に並んでいる個体が多い。

皮
膚

全
体
が
粘
液
に
覆

わ
れ
、
ぬ
る
ぬ
る

し
て
い
る
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
と

白
い
粘
液
を
出
す
。

国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

分
布
と
生
態

在
来
種
を
め
ぐ
る
問
題

ひ　

だ
が
わ

き　

そ
が
わ

と
く
べ
つ
て
ん
ね
ん

ね
ん
ぶ
つ

き

こ
う
ざ
つ

ざ
い
ら
い
し
ゅ

は
ん
も
ん

せ
い
た
い

よ
う
せ
い

ね
ん
え
き

え
ん
す
い
け
い

か
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ば
く
ま
つ

れ
い

わ

よ
み
が
え

め
い
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１年の歩み1 年の歩み

団体等

■学校関連事業 ■出前講座・職員講師派遣 ■
企
画
展

「
石
器
の
魅
力
〜
大
集
合
！
各
務
原
市
の
石
器
〜
」

　

会　

期
／
７
月
29
日（
土
）〜
８
月
27
日（
日
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
３
階
展
示
室
Ａ

　

来
場
者
／
１
０
１
２
人

「
戦
国
の
各
務
原
」

　

会　

期
／
９
月
２
日（
土
）〜
10
月
１
日（
日
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
３
階
展
示
室
Ｂ　

　

来
場
者
／
１
４
４
７
人

（
関
連
講
演
会
①
）　　
　

「
徳
川
大
坂
城
東
六
甲
採
石
場
と
伊
木
三
十
郎
」

　

講　

師
／
竹
村
忠
洋（
芦
屋
市
教
育
委
員
会
）

　

開
催
日
／
９
月
２
日（
土
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

受
講
者
／
74
人

（
関
連
講
演
会
②
）　

「
旗
本
徳
山
秀
現
の
戦
国
時
代
」

　

講　

師
／
入
江
康
太（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
）

　

開
催
日
／
９
月
16
日（
土
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

受
講
者
／
75
人

「
生
誕
１
２
０
周
年  

横
山
潤
之
助
展ｰ

新
し
い
記
憶ｰ

」

　

会　

期
／
10
月
28
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
３
階
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

　

来
場
者
／
９
８
４
人

（
関
連
講
演
会
）

ア
ー
ト
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

「
画
材
か
ら
読
み
解
く 

横
山
潤
之
助
」

　

講　

師
／
渡
邉
郁
夫（
修
復
研
究
所
二
十
一
所
長
）

　

開
催
日
／
11
月
５
日（
日
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

受
講
者
／
23
人

■
ヒ
ス
ト
リ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　

会　

場
／
市
役
所
本
庁
舎
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

①「
初
公
開
！
市
民
が
発
見
し
た
考
古
資
料
」

　

会　

期
／
４
月
３
日（
月
）〜
６
月
30
日（
金
）

②「
半
鐘
が
伝
え
る
戦
争
」

　

会　

期
／
７
月
３
日（
月
）〜
９
月
29
日（
金
）

③「
石
器
の
魅
力
〜
各
務
原
市
の
石
器
〜
」

　

会　

期
／
10
月
２
日（
月
）〜
12
月
22
日（
金
）

④「
福
よ
来
い 

福
助
人
形
」

　

会　

期
／
12
月
25
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
22
日（
金
）

■
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　

会　

場
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

①
か
か
み
が
は
ら
＠
え
ぎ
ぬ
Ⅱ

　「
上
村
俊
明ｰ

伝
統
の
材
料
・
様
式
に
魅
せ
ら
れ
てｰ

」

　

会　

期
／
４
月
３
日（
月
）〜
６
月
２
日（
金
）

②
か
か
み
が
は
ら
＠
え
ぎ
ぬ
Ⅲ

　「
向
井
大
祐ｰ

遊
絲
描ｰ

」

　

会　

期
／
６
月
５
日（
月
）〜
８
月
４
日（
金
）

③
か
か
み
が
は
ら
＠
え
ぎ
ぬ
Ⅳ

　「
河
村
尚
江ｰ

各
務
原
の
夏
を
彩
るｰ

」

　

会　

期
／
８
月
７
日（
月
）〜
９
月
29
日（
金
）

④「
横
山
潤
之
助
展ｰ

い
ず
れ
のｰ

」

　

会　

期
／
10
月
２
日（
月
）〜
12
月
22
日（
金
）

⑤「
坪
内
節
太
郎
展ｰ

こ
の
は
なｰ

」

　

会　

期
／
12
月
25
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
22
日（
金
）

■
巡
回
展
　

「
写
真
で
振
り
返
る
か
か
み
が
は
ら
③
」　

　

会　

期
／
10
月
１
日（
日
）〜

　
　
　
　
　

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）

　

会　

場
／
川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
か
か
み
が
は
ら
歴
史
の
時
間

「
高
校
生
が
見
た
各
務
原
空
襲
」

◇
各
務
原
空
襲
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
高
校
生
に
よ

る
調
査
報
告
と
座
談
会
、
市
民
に
よ
る
研
究
発
表
な

ど
を
行
っ
た
。

　

開
催
日
／
６
月
18
日（
日
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

受
講
者
／
76
人

■
ま
い
ぶ
ん
講
演
会

「
美
濃
の
終
末
期
古
墳
と
群
集
墳
を
考
え
る
」

◇
鵜
沼
地
区
の
首
長
墓
と
群
集
墳
を
分
析
し
、
６
〜

７
世
紀
の
古
墳
時
代
社
会
を
読
み
解
い
た
。

　

講　

師
／
中
井
正
幸（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
）

　

開
催
日
／
11
月
11
日（
土
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

参
加
者
／
59
人

■
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
イ
ン
タ
ー
共
催
イ
ベ
ン
ト

ヒ
ス
ト
リ
ー
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

「
目
で
ふ
れ
る
各
務
原
の
歴
史
」

◇
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
共
催
で
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
活

用
し
た
市
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
講
演
会
（
６
テ
ー

マ
）を
行
っ
た
。

　

期　

間
／
令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

　

会　

場
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
イ
ン
タ
ー

　

受
講
者
／
４
３
０
人

■
各
務
原
野
外
セ
ミ
ナ
ー

「
か
わ
し
ま
歴
史
さ
ん
ぽ
」　　

◇
明
治
40
年
の『
木
曽
川
水
行
絵
図
』を
見
な
が
ら
、

現
在
も
残
っ
て
い
る
堤
防
跡
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

開
催
日
／
令
和
６
年
３
月
９
日（
土
）　　
　

　

場　

所
／
川
島
地
域

　

受
講
者
／
14
人

「
伊
木
山
城
攻
略
」

◇
織
田
信
長
の
美
濃
攻
略
の
第
一
歩
と
な
っ
た
伊
木

山
城
と
、
伊
木
山
に
点
在
す
る
史
跡
を
巡
っ
た
。

　

開
催
日
／
令
和
６
年
３
月
20
日（
水
）

　

場　

所
／
伊
木
山

　

受
講
者
／
30
人

■
夏
休
み
子
ど
も
講
座

「
各
務
原
の
戦
国
時
代
を
学
ぼ
う
」　

◇
小
学
生
を
対
象
に
、
戦
国
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た

刀
や
火
縄
銃
な
ど
の
武
器
、
古
文
書
に
直
接
触
れ
て

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
た
。

　

開
催
日
／
８
月
３
日（
水
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
研
修
室

　

受
講
者
／
21
人

■
か
か
み
が
は
ら
寺
子
屋
事
業

「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
隊
２
０
２
３
」

◇
木
曽
川
に
生
息
す
る
特
別
天
然
記
念
物「
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
」の
調
査
に
、
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
が
参
加
し
、
生
態
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

開
催
日
／
11
月
５
日（
日
）

　

場　

所
／
木
曽
川
河
川
敷

　

受
講
者
／
26
人

■
各
務
原
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

◇
現
在
執
筆
・
編
集
中
の
各
務
原
市
史
お
よ
び
普
及

版
の
進
捗
、
内
容
構
成
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

開
催
日
／
５
月
11
日（
木
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
28
日（
木
）

　

会　

場
／
中
央
図
書
館
４
階
第
２
・
３
研
修
室

■
講
座
事
業

「
古
文
書
講
座（
初
級
）」　

◇「
鵜
沼
宿
本
陣
桜
井
家
文
書
」な
ど
郷
土
に
残
る
資

料
を
使
い
、
古
文
書
読
解
の
基
礎
を
学
習
し
た
。

　

開
催
日
／
６
月
〜
令
和
６
年
１
月

　
　
　
　
　
（
第
一
土
曜
日
・
全
８
回
）

　

会　

場
／
那
加
福
祉
セ
ン
タ
ー
学
習
室

　

受
講
者
／
15
人

「
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
座
」　

・
勾
玉
づ
く
り
／
１
回
・
６
人

■
古
文
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
目
録
作
成
事
業

◇
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
近
年
寄
贈
さ
れ
た

「
永
田
家
文
書
」
に
つ
い
て
、
解
読
・
整
理
・
目
録
化

を
行
っ
た
。（
全
20
回
）

　

会　

場
／
那
加
福
祉
セ
ン
タ
ー
学
習
室

　

参
加
者
／
15
人

■
博
物
館
実
習
生
の
受
け
入
れ

８
月
22
日（
火
）〜
25
日（
金
）
１
人

■
刊
行
物

『
新
発
見
！
各
務
原
市
の
歴
史
』

『
鵜
沼
古
市
場
遺
跡
Ｆ
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
』　　

■
来
館
者
数

○
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
中
央
図
書
館
３
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
木
曽
川
文
化
史
料
館（
川
島
会
館
４
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

令
和
６
年
２
月
末
現
在

５
８
５
７
人

１
３
４
６
人

1 6月9日 115鵜沼第二小学校 6年生 鵜沼宿見学

2 6月20日 114川島小学校　4年生 地域の歴史

3 6月20日 20桜丘中学校　1年生 まちの文化財を知ろう

5
9月5日
9月6日

120川島小学校　4年生 川島の歴史

6 9月20日 135那加第一小学校　6年生 那加一校区にある史跡

7 9月27日 4緑陽中学校　1年生 炉畑遺跡

8 9月27日 66那加第三小学校　6年生 那加三小の歴史を見てみよう！

9 9月28日 30那加中学校　1年生 学芸員の仕事について

10 10月13日 104鵜沼第一小学校　3年生 鵜沼宿見学

11 10月26日 72陵南小学校　6年生 各務原市の古墳

12 11月1日 72陵南小学校　6年生 坊の塚古墳、衣裳塚古墳

14 11月10日 413蘇原第一小学校　4～6年生
創立150年記念講演会
「蘇一小150年のあゆみ」

16 11月14日 141蘇原第一小学校　6年生 蘇原の歴史

17 11月17日 45稲羽西小学校　4年生 伊木山の歴史

18 11月18日 75那加第二小学校　3年生 各務原の歴史

21
11月29日
11月30日

175鵜沼中学校　1年生 鵜沼宿、天狗谷遺跡、村国座

23 12月5日 47稲羽西小学校　3年生 地域の歴史

26 2月1日 107鵜沼第二小学校　3年生 道具とくらしのうつりかわり

27 2月1日 25各務小学校　3年生 村国座見学

28 2月13日 61中央小学校　3年生 村国座見学

29 2月16日 71那加第二小学校　3年生 道具とくらしのうつりかわり

25 1月17日 稲羽西小学校　6年生 学芸員という仕事 63

4 6月29日 107鵜沼第一小学校　6年生
坊の塚古墳、衣裳塚古墳、二ノ宮神社
狐塚の石棺、町屋館、脇本陣

11月8日 76那加第三小学校　3年生 村国座見学13

15 11月11日 稲羽東小学校　1～6年生
創立150年記念講演会
「稲羽東小学校の始まり」

132

19 11月24日 川島小学校　4～6年生
創立150年記念講演会
「川島の歴史～木曽川の流れとともに～」

394

2月20日 川島小学校　4年生
私たちのくらしと伝統産業
～各務原の絵絹産業～

30 114

12月13日
12月14日

24 中央中学校　2年生 職場体験 5

濃尾 ・ 各務原地名文化研究会1 4月22日 江戸時代に破壊された各務原の古墳 111

シニアクラブ持田寿会2 5月15日 まちの文化財を知る ・ 守る 28

川島ライフデザインセンター3 5月16日 各務原の戦国時代 25

中央ライフデザインセンター4 5月16日 壬申の乱と村国男依 40

川島ライフデザインセンター5 5月19日 各務原の戦国時代 40

各務原歴史研究会6 5月20日 坊の塚古墳築造の前後 70

中央ライフデザインセンター7 5月23日 旗本坪内氏と各務原 40

川島ライフデザインセンター8 5月26日 各務原の戦国時代 80

ヒストリー各務野会9 5月26日 各務原の偉人 ・ 万里集九 20

5月30日 中央ライフデザインセンター11 蓑虫山人と各務原 40

岐阜県高等学校総合文化祭
美術 ・ 工芸部門実行委員会

12 6月4日 絵絹について 8

中央ライフデザインセンター13 6月6日 市川百十郎と各務原の地歌舞伎 40

ＪＡぎふ16 6月24日 御膳籾 170

中央ライフデザインセンター17 7月12日
歌は世につれ
ー写真と昭和歌謡で振り返る各務原ー

40

市教育センター夏季教員研修18 7月21日 合戦の地、各務原の歴史を学ぶ 67

一宮市尾西歴史民俗資料館19 7月23日 関ヶ原合戦前哨戦 新加納の戦い 28

市教育センター20 8月4日
小学生のキャリア教育のための
職場研修

4

各務原ＰＴＡ連合会23 9月2日 各務原市元気祭り  絵絹体験 30

岐阜市 ・ ぎふ魅力づくり推進部24 9月9日 池田家家老 ・ 伊木清兵衛と岐阜城 75

中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会
・ 江南市歴史ガイドの会25 9月20日

室町時代の詩人
万里集九と江南 ・ 各務原

30

ふるさと楽会26 9月22日 絵絹について 17

ライフカレッジ那加27 10月5日 御膳籾 53

中央ライフデザインセンター29 10月10日 新加納の歴史 40

22 8月29日 旗本前渡坪内氏の戊辰戦争 80岐阜県歴史資料保存協会

20 11月28日 47稲羽西小学校　3年生 小島三郎

陵南小学校中央中学校 /職場体験

いきいき楽習課10 5月28日 各務原の地層を知ろう 20

鵜沼南町住みよい町づくりを
考える会

14 6月11日 鵜沼南町の歴史 30

市広報課15 6月24日 古くて新しい商店街の使い方 20

ふるさと楽会21 8月25日 伊木清兵衛忠次 20

22 11月30日 5鵜沼中学校　2年生 職場体験

市教育委員会総務課28 10月8日 かかみがはらけんてい 12

市教育委員会総務課30 10月11日 かかみがはらけんてい 25

池田町郷土史の会 31 10月11日 前渡不動山、大牧 1 号墳、炉畑遺跡 10

ボランタリーハウス
大牧いきいきサロン

32 10月12日 まちの文化財を知る ・ 守る 13

中央ライフデザインセンター33 10月24日 鵜沼発着、万里集九の関東北陸旅 40

東ライフデザインセンター10月25日 伊木清兵衛忠次と伊木山城 12

中山道鵜沼宿
ボランティアガイドの会

35 10月28日
あの日の学び舎
～各務原の学校 150 年の物語～

17

中央ライフデザインセンター36 10月31日 各務原市の石器時代 40

37

南知多町教育委員会11月10日 村国座について 1138

中央ライフデザインセンター11月7日 各務原市の史跡、 名勝、 天然記念物 40

中央ライフデザインセンター39 11月14日 御膳籾～各務原のお米を学ぼう～ 25

大垣市上石津文化財保護協会40 11月16日 村国座について 27

栄える会各務原支部43 11月26日 村国座について 38

中央ライフデザインセンター44 11月28日 村国座について 19

豊友会中部支部45 1月11日 坪内氏の歴史 25

木曽川河畔の文化的景観を守る会47 1月21日 歴史ギャラリー解説 18

各務原歴史研究会50 3月23日 旗本坪内氏の戦国と幕末 50

41 11月21日
動画『各務原の歴史事件簿』から
学ぶ各務原

40中央ライフデザインセンター

42 11月24日 24ボランタリーハウス　ばじ東風 各務原の縄文時代　炉畑遺跡

34

ふるさと楽会48 1月26日 各務原市域の古墳築造集団 16

市観光交流課49 3月2日 平和学習 グアムの歴史 8

市教育センター初任者研修46 1月16日 27各務原の文化財と史跡

3月5日 各務小学校　6年生 船山古墳31 33

教員初任者研修

各務原の絵絹産業
川島小学校

坊の塚古墳見学

鵜沼第二小学校
道具とくらしのうつりかわり

Snapsh
ot

「福よ来い 福助人形」
ヒストリーウィンドウ
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